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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・10/21（日）グループホームで避難訓練を実施予定。入居者で精神症状等に変化があった際には都度情報提供いただけるとのことです。

・12月にクリスマス会、12/31～1/3は年末年始の行事予定となっています。担当者は日時の調整や企画書の作成に早めに取り掛かり、1か月前には企画書の決裁が下りるように準備をお願い致します。
・年末年始の大掃除は1/19（土）を予定しています。利用者様の下駄箱やロッカーの清掃はプログラムで取り組むことが出来るように例年通り12月に企画してください。
・鳥谷部Nsが訪問看護に行く日が増えます。それに伴い、デイケア等の業務の仕方について皆さんにメールを送っていますので確認してください。
・疾患別診療計画書ですが、退職した職員の名前が記載されていることがありますので、今一度書類の確認をしてください。
・WIZのスケジュールの入力をするようにお願いします。

＜提出期限＞

・10/15（月）朝まで：医療福祉学会発表用パワーポイント

＜研修案内＞
・10/12（金）看護グループ内研修　対象：介護スタッフ（佐々木さん、馬場さん）

　テーマ：「看護職員の負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画」
・10/21（日）13：00～16：00認知症フォーラム
　テーマ：「これって認知症？～認知症と間違えやすい病気～」　講師：深澤Dr.
　場所：八戸市総合福祉会館　2階多目的ホール
・10/24（水）、10/31（水）17：30～18：30　場所：4階メモリアルホール
　テーマ：｢感染対策(インフルエンザ・ノロ)｣　

講師：佐藤　志穂 (感染対策管理委員会 委員長)
・10/25（木）17：15～　看護グループ内研修
　テーマ「精神科現場における暴力対応」　場所：病院2階会議室　講師：成田Ns

・10/27（土）14：00～15：30こころすこやか財団　講演会

テーマ：「障害者だって年をとる」　場所：こころすこやか会館

・11/3（土）医療福祉学会特別講演　第5回法人研修

テーマ：「富山型デイサービスについて」

・11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

　「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

　10：00～15：00

・12/9(日)9：30～16：00　臨床精神医学研究会
　場所:コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊様～今朝までの薬の空包を確認すると、昨日就床前薬の空包がない。「飲んだけど、忘れてきた。」と返答する為、明日持参するように伝えている。
・齋藤　良宏様～以前、介護保険の申請をするとの事であった為、10/10帰りの迎え時に長男嫁様に進捗状況を確認する。本日、市役所へ行き相談、申請するとの事。新規の場合は2ヶ月程度かかる事や主治医の意見書作成、調査員が自宅訪問し、本人の様子を確認したり、家族より聴取がある事を伝える。「かわりました。家では出来ない事が多いんですよ。」と話している。こちらへ問い合わせあった際は様子をお伝えする事と不明な点はこちらへ問い合わせて頂きたいことを伝えている。
・関　秀治　様～グループホーム世話人より情報提供があり、今朝グループホーム訪問時に左頬のほくろが盛り上がっており出血している。皮膚科の受診を促すと「そうですか」と答えていたとのこと。デイケアにて看護師にほくろの様子を見て欲しいとの世話人からの希望がある。本人へ声を掛け、ほくろを確認すると周囲が隆起し硬結、出血がある。発赤はなく、痛みもないと話し、止血している。症状が悪化するようであれば、皮膚科受診した方が良いことを助言している。
・田端　香織様～母様より電話連絡があり、一昨日に八戸赤十字病院を受診しラキソベロンが処方となったが、体調が変わらないとのこと。現状精神薬含め服薬がやっとであり、食事が殆ど摂れておらず痩せてきている状態で、吐き気も変らずあるとの情報提供がある。本日、八戸赤十字病院を再受診する予定であり欠席となる。
・平　京子　様～本人から「昨日生活福祉課に行ったら『生活保護が止められる』って言われた。公的文書はこれから郵送するって」と話している。生活保護の停止に伴い国民健康保険に切り替えるとのことで、現在利用している制度について説明している。「精神障害者保健福祉手帳やバス券はもう使えないの？」と話しており、継続して利用できることを伝えている。
・磯島　貴広様～本日来所しており、昨日の欠席理由であった、知人の所へ行っていることに関して、詳細を質問している。知人からは物を借りており、色々なものを借りているとのこと。「過去にはお金借りてたことありましたけど、今はなにもないです」「お金は借りていませんよ」と焦るように話している。今後は休むことなくデイケアに参加するとのことで、現在の生活を継続していくためにも、何か生活上の問題や、気になることがある際には相談するよう説明すると「なにかあったら相談します」と返答している。
デイナイトケア
・古川　富藏様～青風荘より情報提供があり、今週は青風荘にて休養し来週から通所再開する予定となっている。体温は35.8℃から36℃台で経過しており、咳やくしゃみは改善傾向であるとのこと。
・山田　隆雄様～10/10（水）に歯科受診し、義歯の調整を行っている。口内を確認すると白い傷が出来ており、痛みの有無を確認すると特にないと話している。痛み等がある際にはすぐに相談して欲しいことを伝えている。
・鈴木真知子様～青風荘より情報提供があり、今朝声かけ等への反応が薄い様子が窺えている。また訪室すると床にハンカチ等が散乱しており、表情が暗い。来所の際に青風荘スタッフ同伴しており、青風荘スタッフに「（家に）帰りたいんだよ」との訴えがあり、現在姉様と連絡を取っていることを説明したとのこと。デイナイトケアでは、窓際にいることが多く、空笑が目立っている。引き続き様子観察していく。

・板橋　利美様～年金機構より手紙が届いており内容について「よくわからない」と話している。食事内容は、昨日夕食は主食を2分の１と副食は全量摂取、本日の昼食は全体の半分を残食している。引き続き、食事摂取量等の確認をしていく。

・古舘　正行様～昨日、午後のプログラム以降より大きな声での独語、空笑がある。青風荘より情報提供があり帰荘後に同様の行為はないが、嗜好品を取りに来る際に規定の時間より早く来ており、声掛けを要していたとのこと。本日は作業療法中に空笑はあるが、昨日のような大きな声ですることはない。引き続きプログラム等の過ごし方を観察していく。

・馬渡　武光様～来所の際にマスクをしており、体調を尋ねると「鼻水が出る」と話している。その後、マスクをしているスタッフに「あんたどうしたの？」と尋ねており、スタッフが喉の痛みでマスクをつけていることを話すと「俺もだよ」と答えている。午後も引き続き体調に留意し様子観察していく。
・小野寺ノリ様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後に本人がハンカチを持っていない為、自室へ訪室すると洗濯かごに全て入っており洗濯されていないものしかない状態であったとのこと。本日のデイナイトケアでは、特に変わった様子は無くいつも通りに過ごしている。引き続き本人の行動に注意し様子観察していく。

ナイトケア
・下妻　康貴様～以前の骨密度検査の結果や八戸市立市民病院整形外科の医師からの助言を受け、カルシウム・ビタミンDの市販のサプリメントを購入したことを報告している。当院主治医が必要と判断した場合はビタミンDの薬が処方されることや、骨密度検査は可能であることを伝え、上記について次回診察時に相談してみるよう助言している。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（川村　享様）

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H30年10月11日（木）13：30～14：00

担当：戸賀沢　眞貴子

検討内容　計画・目標の見直し

	氏名
	川村　享
	性別
	男
	年齢
	65
	生年月日
	Ｓ28年6月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）

（Ｈ29.4.1）
	基本的生活習慣の習得、身体機能維持・向上

対人関係の改善、病識を身につける

作業能力・持続性の向上

	本人希望
	現在の生活を継続していきたい。

	家族希望
	再発しないで今の生活を続けてほしい。

	入院歴
	計　4　回（詳細不明）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H21年11月16日～現在（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅

高齢の母親が生活全般の援助を行っている。母親は南陽館へ週2回（木・土）通い、整形外科（六郷クリニック）へは週3回

（月・水・金の午後）通っている。同居している弟は会社員で普段はあまり会話はしない。
	家族構成：母､弟の3人暮らし

姉（所在不明）

本人

弟（同居）

妹（八戸市在住）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	他、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して通所し、現在の生活を維持する。
	①体重を60kg台に維持する。


	①12月までに体重を60kg台に減量することが出来る。


	①自分から運動療法等に参加する。職員は､運動への参加を促しつつ、食事や間食内容について確認し必要に応じ助言していく。


	
	②自分ができる手伝いは､行えるようになる。
	②自分から､洗濯や食器洗いが出来るようになる。


	②自分から食器洗いは継続し、洗濯に関われるようになる。職員は､手伝いの状況を確認し､評価･助言を行う。必要に応じて本人の役割を増やしていく。


	
	③定期的な入浴を継続できる。
	③入浴と更衣を週2回継続できる。（火：青陽館、日：銭湯）
	③入浴と更衣を、週2回行う（火：青陽館、日：銭湯）。必要に応じてデイケアでの入浴日を増やし行動できた時は評価し、継続できるように助言する。



【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①12月までに体重を60kg台に減量することが出来る。


	左下腿部痛あり、定期通院しながら運動プログラムには自主的に参加出来ている。10月現在70.6kgとなっている。食生活に関しては、6月からの昼は宅配の弁当を摂り、朝・夕は変わらず高齢（90歳）の母様が調理した食事を食べている。7月から体重増加あり、70㎏台となった為、昼食を他の配食にし、主食を少なくし、1ヶ月経過を見る事に了承を得現在進行中である。 (達成度40%)
	運動プログラムには自主的に参加出来ており、10月からの昼食を変更し、経過観察中。糖尿病の悪化防止の為にも減量については継続していく。

	②自分から､洗濯や食器洗いが出来るようになる。
	本人より話を聞くと自宅での食器洗いに関しては出来ているとの事。洗濯に関してはほとんど母様に任せ、「弟もやってない。」と話し高齢の母様が大変だろうという思いはない様子である。母様が短期入院時や退院後も自ら調理することは無く､洗濯や食器洗いも以前とかわらないと話す為、今後また考えられることである事を説明するが、首を傾げ頷くことはない。(達成度40%)
	自宅では食器洗いは出来ているとの事。洗濯は母様に任せているとのことであるが、洗濯を行う理由を理解してもらい、一部分からでも手伝い、洗濯に関りを持つように、働きかけ、必要に応じ評価や助言を続けていく。また、なぜやらないのか、出来ないのか等について自身の振り返りをしながら必要性について助言を続け、関わりを持っていく。

	③入浴と更衣を週2回継続できる。（火：青陽館、日：銭湯）
	入浴に関しては火曜日と日曜日に入浴すること、継続することは概ね出来ている。更衣に関しては全く出来ていない。上着の汚れを職員に指摘されても「え、フフフ」とにごし、翌日以降もそのまま着用している。(達成度70%)
	入浴は継続できている為、他科受診ある際には前日に入浴を行うことが出来る様に入浴日を増やすことや着衣が汚れている際には洗濯や着替えを行えるように関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して通所し、現在の生活を維持する。
	①体重を60kg台に維持する。


	①12月までに体重を60kg台に減量することが出来る。


	①自分から運動療法等に参加する。職員は､運動への参加を促しつつ、食事や間食内容について確認し必要に応じ助言していく。


	
	②自分ができる手伝いは､行えるようになる。
	②自分から､洗濯や食器洗いが出来るようになる。
	②自分から食器洗いは継続し、洗濯に関われるようになる。職員は､手伝いの状況を確認し､評価･助言を行う。必要に応じて本人の役割を増やしていく。


	
	③定期的な入浴を継続できる。
	③入浴と更衣を週2回継続できる。（火：青陽館、日：銭湯）
	③入浴と更衣を、週2回行う（火：青陽館、日：銭湯）。必要に応じてデイケアでの入浴日を増やし行動できた時は評価し、継続できるように助言する。



· 目標、計画の変更はないが、なぜやらないのか、出来ないのか等についての振り返りを
しながら行動に移せない原因を探りながら関わりを持っていく。原因が判明した際には、本人が理解し、行動を変えていくことが出来るように、メリットやデメリット等をわかりやすく説明する等しながら行動を促していく。
